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第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
陳
情
２
件
、
発

議
１
件
、
条
例
（
新
設
２
件
・
一
部
改
正
４
件
）、
物
品
購
入
契
約
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
補
正
予
算
２
件
、

同
意
３
件
を
審
議
し
、
選
挙
２
件
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
内
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
３
議
案
（
事
件
撤
回
分
１
件
、
追
加
提
案
１
件
を
含
む
）、
産
業
厚
生

常
任
委
員
会
に
４
議
案
（
追
加
提
案
１
件
を
含
む
）
を
付
託
し
て
審
査
を
し
ま
し
た
が
、
追
加
提
案
の
「
松
田

町
公
園
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
他
定
例
会
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

松
田
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
継
続
審
査

修
正
案
・
可
決

　

議
案
第
38
号
「
松
田
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
」
は

第
３
回
定
例
会
で
上
程
さ
れ
、

質
疑
を
行
っ
た
後
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

９
月
15
日
、
閉
会
中
の
10
月

21
日
、
11
月
17
日
、
本
会
期

中
の
12
月
４
日
、
７
日
に
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
育
課
長
及
び
担
当
職
員

の
出
席
の
も
と
、
条
例
の
本

則
を
条
ご
と
に
、
附
則
及
び

別
表
ま
で
の
主
旨
な
ど
の
説

明
を
受
け
、
松
田
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

へ
の
委
任
関
係
、
現
在
の
松

田
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例

及
び
松
田
町
立
公
民
館
条
例

と
の
比
較
を
交
え
て
、
質
疑

を
行
っ
て
詳
細
に
審
査
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
来
条
例

で
規
定
す
べ
き
事
項
を
、
条

例
施
行
規
則
に
修
正
を
加
え

て
補
完
す
る
こ
と
に
よ
り
、

条
例
と
し
て
の
効
果
が
あ
る

と
判
断
し
、
一
部
条
文
に
修

正
を
加
え
て
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
議
で
も
賛
成
多
数

で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

議案第38号　松田町生涯学習センター条例

総務文教常任委員会報告書（抜粋）
審査の内容

　審査の結果、本来条例で規定すべき事項を、松田町生涯学習センター条例施行規則に修正を加えて補完すること

により、条例としての効果があると判断しました。

　なお、次の項目について、強く申し入れをする。

（1）施設の使用承認は、不承認の手続きが難しく、大きな問題に発展する危険性があるので、でき得る限り明文化

すること。

（２）使用料の全額免除は、一部を除いて原則廃止となるが、これは公的施設が民間施設に比べて廉価での使用料を

設定していることを前提としているので、使用料の見直しの際は留意すること。また、現在の施設において全額

免除としている団体等には、丁寧な説明をし、理解を求めること。

（3）長年親しんだ「松田町民文化センター」の名称を改めることに関し、町民等への丁寧な説明及びアンケート等

実施し、理解を得るよう努めること。

令和２年
第４回定例会

会期　12月2日（水）〜8日（火）

12/2 一般質問
　唐澤議員･寺嶋議員� （Ｐ６）
　田代議員･井上議員� （Ｐ７）
　内田議員･中野議員� （Ｐ８）
　平野議員･南雲議員� （Ｐ９）

12/3 議案審議
　�発議１件（条例）
　議案７件（条例･規約･契約）
委員会審査
　�産業厚生常任委員会（陳情･条例）
　特別委員会（陳情）

12/4 議案審議
　�議案10件（陳情･指定管理･補
正予算･専決処分）
委員会審査
　�総務文教常任委員会（契約･条例）

12/7 委員会審査
　�産業厚生常任委員会（陳情･条
例･指定管理）
　�総務文教常任委員会（契約･条例）

12/8 委員会審査
　産業厚生常任委員会（指定管理）
委員会審査
　産業厚生常任委員会（条例）
　総務文教常任委員会（契約）
議案審議等
　�事件撤回、議案11件（委員会
報告、契約、条例、指定管理、同
意、選挙）、諸般報告、継続審査
等が行われ、閉会しました。
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議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例

議員発議により期末手当（令和３年６月分）を
20％減額しました

　発議第４号「議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例」は、新型コロナウイルス感染症による住民生活への

影響を考慮し、一層の支援が必要なことから、令和３年６月に支給す

る議員の期末手当を減額する特例措置を行うため、議員全員による発議

（議員提出議案）を行いました。

　採決の結果、全員賛成で可決となり、令和３年６月の議員の期末手当

の20％に相当する額（約125万３千円）を減額して支給することにしま

した。

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
度
松
田
町
立
小
中
学
校
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
審
査･

可
決

松
田
町
経
営
安
定
緊
急
融
資
利
子

補
給
基
金
条
例

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査
・
可
決 

松
田
町
古
民
家「
旧
安
藤
邸
」の

�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査
・
可
決 

　

議
案
第
55
号
「
物
品
購
入

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
令

和
２
年
度
松
田
町
立
小
中

学
校
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
購

入
）
」
が
12
月
３
日
に
上
程

さ
れ
、
質
疑
の
あ
と
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
を

し
ま
し
た
。
こ
の
議
案
は
、

11
月
４
日
に
７
６
３
万
９
５

０
０
円
で
仮
契
約
を
締
結
し

た
物
品
購
入
を
本
契
約
と
す

る
た
め
議
会
の
議
決
を
得
る

も
の
で
す
。

　

４
日
、
７
日
に
委
員
会
審

査
を
し
ま
し
た
が
、
７
日
に

町
長
か
ら
「
議
案
及
び
参
考

資
料
に
訂
正
が
生
じ
た
」
た

め
、
事
件
撤
回
請
求
書
の
提

出
が
さ
れ
、
８
日
の
本
会
議

で
撤
回
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
議
案
第
64
号
「
物

品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
令
和
２
年
度
松
田
町
立

小
中
学
校
校
務
用
パ
ソ
コ
ン

購
入
）
」
が
追
加
上
程
さ
れ
、

質
疑
を
行
っ
た
あ
と
、
総
務

文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
を

　

議
案
第
50
号
「
松
田
町
経

営
安
定
緊
急
融
資
利
子
補
給

基
金
条
例
」
は
12
月
３
日
に

上
程
さ
れ
、
質
疑
を
行
っ
た

あ
と
、
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
に
付
託
を
し
、
３
日
と
７

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

　

議
案
第
61
号
「
松
田
町
古

民
家
「
旧
安
藤
邸
」
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

は
12
月
４
日
に
上
程
さ
れ
、

質
疑
を
行
っ
た
あ
と
、
産
業

厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
を

し
、
７
日
と
８
日
に
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の
実
績
等
信

頼
度
を
詳
細
に
審
査
し
た
結

果
、
賛
成
全
員
で
可
決
と
し
、

本
会
議
で
も
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

し
、
同
日
に
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
教
職
員
の

業
務
遂
行
上
、
必
要
な
物
品

で
あ
る
と
判
断
し
、
左
記
の

改
善
を
申
し
入
れ
、
賛
成
多

数
で
可
決
と
し
、
本
会
議
で

も
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
報
告
書
（
要
旨
）

　

物
品
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

公
平
性
、
競
争
性
を
確
保
す

る
よ
う
発
注
仕
様
書
等
書
類

は
十
分
注
意
を
し
て
作
成
す

る
と
と
も
に
、
１
者
の
入
札

は
市
場
の
適
正
価
格
が
判
断

し
づ
ら
く
、
町
民
の
税
金
を

多
く
使
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
１
者
で
の
入

札
と
な
ら
な
い
よ
う
な
方
法

で
執
行
す
る
こ
と
。

た
。

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
３
年

度
以
降
の
利
子
補
給
の
財
源

に
国
の
交
付
金
を
充
て
る
た

め
に
基
金
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
条
例
制
定

指
定
管
理
者
の
概
要

名
称
等

　

株
式
会
社
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｉ

　

代
表
取
締
役

�

御み

簾す

納の

聖
子

指
定
の
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

委
員
会
報
告
書
（
要
旨
）

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、

町
は
、
管
理
者
と
協
議
し
な

が
ら
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
る
よ
う
に
必
要

な
支
援
を
行
う
こ
と
を
申
し

入
れ
ま
す
。

の
趣
旨
及
び
松
田
町
経
営
安

定
緊
急
融
資
要
綱
な
ど
を
審

査
し
た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て

い
る
町
内
の
中
小
事
業
者
等

の
た
め
の
資
金
融
資
に
対
す

る
利
子
補
給
制
度
の
原
資
に

国
の
交
付
金
を
充
て
る
た
め

の
基
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
全
員
で
可
決
と
し
、
本

会
議
で
も
可
決
と
な
り
ま
し

た
。

委
員
会
報
告
書
（
要
旨
）

　

町
長
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
が
続
く
中
で
経

済
が
安
定
す
る
ま
で
、
引
き

続
き
中
小
事
業
者
等
の
経
営

安
定
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う

申
し
入
れ
ま
す
。

パソコン（イメージ）
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条
例
・
補
正
予
算
等

▼
松
田
町
議
会
議
員
及
び
松

田
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、

選
挙
公
営
の
対
象
を
拡
大
し

町
の
選
挙
に
お
け
る
立
候
補

に
係
る
環
境
を
改
善
す
る
た

め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
地
域
経
済
牽
引
事

業
の
促
進
に
係
る
固
定
資
産

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

中
小
企
業
の
事
業
承
継
の

促
進
の
た
め
の
中
小
企
業
に

お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑

化
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
引
用
部
分
の
改
正
を

す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
介
護
保
険
条
例
及

び
松
田
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

租
税
特
別
措
置
法
の
改
正

に
伴
い
、
２
条
例
を
一
括
し

て
字
句
等
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

▼
松
田
町
下
水
道
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

酒
匂
川
流
域
下
水
道
の
水

質
規
制
の
緩
和
と
租
税
特
別

措
置
法
の
改
正
に
伴
い
、
規

制
強
化
に
関
す
る
条
の
削
除

と
名
称
等
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

▼
専
決
処
分
（
松
田
町
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
職

員
の
給
与
を
改
正
す
る
に
あ

た
り
、
施
行
期
日
の
関
係
か

ら
急
施
を
要
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
第
１
７
９
条
の
規

定
に
よ
り
、
11
月
27
日
に
専

決
処
分
を
行
っ
た
「
松
田
町

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

▼
足
柄
上
衛
生
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

南
足
柄
市
及
び
足
柄
上
郡

５
町
で
介
護
認
定
審
査
会
を

共
同
設
置
す
る
た
め
、
組
合

規
約
の
変
更
が
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第

２
８
６
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
協
議
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
地
域
集
会
施
設
等

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

▼
松
田
町
児
童
館
等
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

以
上
２
件
は
、
地
域
集
会

施
設
や
児
童
館
等
の
施
設
が

あ
る
地
元
の
自
治
会
を
、
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
、指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

松
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
菅
谷
一
夫
会
長
）
を
、
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
、
指
定

管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
で

す
。

▼
松
田
町
や
ま
び
こ
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

松
田
町
寄
自
然
休
養
村
養

魚
組
合
（
渋
谷
薫
組
合
長
）

を
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
、

指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も

の
で
す
。

▼
松
田
町
寄
ロ
ウ
バ
イ
園
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

宇
津
茂
ロ
ウ
バ
イ
部
会

（
大
舘
達
治
部
会
長
）
を
、

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
、
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の

で
す
。

▼
松
田
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
３

２
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
69
億
１
７
９
２

万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の

国
庫
補
助
金
及
び
同
事
業
費

の
増
、
職
員
人
件
費
の
減
な

ど
の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
田
町
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７

４
万
２
千
円
追
加
し
、
予
算

総
額
を
11
億
７
９
４
７
万
３

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
町
村
情
報

シ
ス
テ
ム
共
同
事
業
組
合
シ

ス
テ
ム
改
修
費
負
担
金
等
及

び
一
般
会
計
繰
入
金
な
ど
の

補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
10
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
事
の
同
意

▼
教
育
委
員
会
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

12
月
17
日
を
も
っ
て
、
１

名
の
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、

次
の
方
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

�

橋
本　

整
和　

氏

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
、
２
名
の
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
次
の
方
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

�

吉
濱　

容
子　

氏

�

平
原　

有
郎　

氏

選
挙
結
果

▼
松
田
町
外
二
ケ
町
組
合
議

会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
３
月
27
日
を
も

っ
て
組
合
議
会
議
員
の
任
期

が
満
了
す
る
た
め
選
挙
を
行

い
、
次
の
方
が
指
名
推
薦
に

よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

�

田
代　
　

実　

氏

�

齋
藤　
　

永　

氏

�

井
上　

栄
一　

氏

�

中
野　
　

博　

氏

�

内
田　
　

晃　

氏

�

大
舘　

秀
孝　

氏

▼
南
足
柄
市
外
五
ケ
市
町
組

合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
　

令
和
３
年
２
月
19
日
を
も

っ
て
組
合
議
会
議
員
の
任
期

が
満
了
す
る
た
め
選
挙
を
行

い
、
次
の
方
が
指
名
推
薦
に

よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

�

南
雲　

ま
さ
子　

氏
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12月11日の産業厚生常任委員会で修正案を可決・臨時会招集請求
　第４回定例会閉会後の11日に産業厚生常任委員会を開催し、「議案第65号　松田町公園条例等の一部を改正
する条例」の審査をしました。
　審査の結果は、陳情第３号の陳情者や関係者の方々からの第23回まつだ桜まつりでの入園料徴収という思いも
あり、第１条のうち、入園料を設置すること、金額の上限を「18歳以上300円」、「6歳以上18歳未満100円」
に修正し、まつだ桜まつり期間に限り適用する修正を行いました。そして第３条では、西平畑公園管理交流施設
を子どもの館に名称を変更する部分を除いた大部分と☆第２条、★第４条を削る修正案を可決しました。
　また、今回の修正で削った部分（ふるさと鉄道乗車料の年齢区分の変更及び値上げ（第１条）、ハーブ館使用料
の新設ほか（☆第２条)、子どもの館入館料の新設及び使用料の値上げほか（第３条)、自然館入館料及び使用料の
新設ほか（★第４条））については精査をする必要性があるため、町長へ再提案を求めることとした内容の、委員
会報告書が議長に提出されました。
　この報告を受け、議長は、第23回まつだ桜まつりの開催まで猶予が無いことから、＊地方自治法第101条第2
項の規定に基づく臨時会の招集を請求するため、議会運営委員会の開催を依頼しました。同日（11日）開催の議
会運営委員会の議決を得たため、町長に対し早急に臨時会を開催していただくよう「松田町議会臨時会招集請求
書」を提出しました。＊第4項の規定による臨時会は令和3年1月22日現在招集されていません。

＊注�【地方自治法第101条第2項】議長は、議会運営委員会の議決を経て、当該地方公共団体の長に対し、会議
に付議すべき事件を示して臨時会の招集を請求することができる。

　　�【同第4項】前2項の規定による請求があったときは、当該地方公共団体の長は、請求のあった日から20日
以内に臨時会を招集しなければならない。

　１０月３０日に一般社団法人松田町観光協会会長ほか３名（以下「陳情者」という。）からの陳情書を受

理しました。陳情の趣旨は、今年度の桜まつりから現在の協力金を入園料として徴収できるよう、９月

定例会で否決された「松田町公園条例等の一部を改正する条例」を認めてほしいというものです。

　第４回定例会において議員１１人（議長はオブザーバー）で構成する「松田町公園条例等の一部を改正

する条例に関する陳情審査特別委員会」（平野由里子委員長）を設置して、委員会へ付託し、審査をし

ました。

　また、これに先駆けて定例会２日目（１２月３日）の散会後、議会が議員全員と陳情者及び関係者との

意見交換会を開催し、９月開催の第３回定例会において「松田町公園条例等の一部を改正する条例」が

否決に至った経緯、産業厚生常任委員会の審査内容などを説明しました。また、陳情者ほか関係者から

は、まつだ桜まつりでの協力金徴収に伴うご苦労や、陳情に込めた思いなどの意見交換を行いました。

　このような経緯を踏まえ、陳情の内容は理解しましたが、否決という結果が出た議案は、町長からの

新たな条例の提案が無ければ審議ができないこともあり、不採択という結果となりました。

陳情第３号 松田町公園条例等の一部を改正する条例に関する陳情について
（松田町公園条例等の一部を改正する条例に関する陳情審査特別委員会報告）

　定例会最終日（１２月８日）に、「議案第６５号　松田町公園条例等の一部を改正する条例」が追加議案

として町長から提案されました。この条例は、第３回定例会で否決した「議案第３２号　松田町公園条例

等の一部を改正する条例（№219号、№220号を参照）を、西平畑公園内の施設が各々の強みを最大限に

活かして相乗効果を発揮するため、修正したもので、４つの条例（松田町公園条例、松田山ハーブガー

デンの設置及び管理に関する条例、松田町西平畑公園管理交流施設の設置及び管理に関する条例、松田

町自然館の設置及び管理に関する条例）を一括して改正するものです。

　１２月８日に産業厚生常任委員会を開催し、観光経済課長ほか職員からの説明を求め審査をしましたが、

閉会中の継続審査になりました。

松田町公園条例等の
一部を改正する条例

最終日に追加議案として提案され
産業厚生常任委員会に付託・継続審査
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　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。
　コロナ感染予防対策のため、原則３０分（最長６０分）の質問時間にしています。

⑴　

松
田
町
第
８
期
高
齢
者

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
の
素
案
は
で
き
た
の
か
。

介
護
保
険
事
業
の
利
用
者
、

サ
ー
ビ
ス
の
推
移
、
第
１
号

被
保
険
者
の
保
険
料
基
準
額

な
ど
伺
う
。

⑵　

第
８
期
計
画
に
合
わ
せ

て
行
わ
れ
る
介
護
保
険
制
度

の
改
定
内
容
は
。
重
点
目
標

の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
充
実
や
認
知
症
施
策
な
ど

　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
、
町
長
の
お
考

え
を
伺
い
ま
す
。

⑴　

移
住
者
、
特
に
親
元
か

ら
離
れ
た
子
育
て
世
帯
の
増

加
は
、
頼
る
者
が
い
な
い
孤

立
化
の
恐
れ
が
あ
り
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
松
田
の
需
要

が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
の
サ

ー
ビ
ス
の
展
開
や
工
夫
し
て

い
る
点
は
。

⑵　

保
育
園
は
定
員
を
超
え

て
い
る
状
況
で
運
営
さ
れ
て

い
る
が
、
保
育
の
安
全
管
理

体
制
、
業
務
改
善
、
職
員
給

与
等
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

現
状
と
そ
れ
に
対
す
る
町
長

の
お
考
え
は
。

⑶　

妊
娠
届
等
の
書
類
に
あ

る
質
問
項
目
の
う
ち
、
医
療

機
関
に
は
必
要
で
あ
る
が
行

政
機
関
が
知
る
必
要
が
無
い

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

⑶　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
の
引
き
上
げ
、
施
設
の
食

費
・
居
住
費
の
軽
減
措
置
の

見
直
し
な
ど
止
め
る
よ
う
国

に
求
め
る
こ
と
。
「
要
支
援

１
、
２
」
の
訪
問
・
通
所
介

護
の
サ
ー
ビ
ス
切
り
下
げ
は

し
な
い
こ
と
。
今
後
負
担
増

と
な
る
保
険
料
の
軽
減
策
な

ど
の
見
解
を
伺
う
。

と
思
わ
れ
る
項
目
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
直
し

た
こ
と
は
あ
る
か
、
ま
た
改

善
す
る
お
考
え
は
。

子育て世帯の目線で
今後も支援する

回答（町長）

⑴　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
毎
月
季
節
に
あ
っ
た

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
利
用

者
同
士
が
話
す
機
会
、
支
援

員
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
場

所
の
提
供
を
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
も
電
話
相
談

も
設
置
し
て
い
る
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
松

⑴　

介
護
保
険
事
業
計
画
等

は
令
和
３
年
１
月
に
素
案
を

固
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
経
た
後
、
議
員
に
説
明

を
す
る
。
介
護
保
険
料
基
準

額
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

の
推
移
に
合
わ
せ
、
今
後
決

定
し
て
い
く
。

⑵　

基
本
指
針
の
中
で
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医

療
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
。

認
知
症
施
策
に
関
し
て
普
及

啓
発
や
予
防
、
家
族
支
援
な

ど
に
取
り
組
む
。

⑶　

保
険
料
の
軽
減
は
、
昨

年
度
よ
り
消
費
税
増
税
に
伴

い
、
低
所
得
者
の
方
に
対
し

て
負
担
軽
減
措
置
を
実
施
し

た
の
で
引
き
続
き
適
用
す
る
。

田
で
は
一
部
利
用
料
の
助
成

を
実
施
し
て
い
る
。

⑵　

園
児
の
人
数
に
対
す
る

職
員
の
配
置
・
施
設
の
運
営

等
に
つ
い
て
、
県
の
現
地
指

導
監
査
か
ら
指
摘
は
な
く
問

題
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
同
様
、

先
方
の
意
思
を
尊
重
し
、
可

能
な
限
り
の
支
援
を
実
施
し

て
い
く
。

⑶　

丁
寧
に
妊
婦
さ
ん
の
情

報
を
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と

は
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
行
政

に
と
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
か
を
決
め
る
大

切
な
項
目
。
現
在
は
改
善
の

予
定
は
な
い
が
、
産
前
産
後

の
大
切
な
時
期
に
、
精
神
的

苦
痛
が
な
い
よ
う
、
よ
り
一

層
配
慮
し
て
い
く
。

安
心
し
て
利
用
で
き
る

�

介
護
保
険
制
度
を

質
問
者

　

寺
嶋　

正　

議
員

質
問
者

　

唐
澤　

一
代　

議
員

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

�

に
つ
い
て

利用者に応じた
サービスが行き
届くように
取り組む
回答（町長）
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農
道
の
維
持
管
理
は
、
地

権
者
で
組
織
す
る
管
理
組
合

が
草
刈
り
や
路
面
清
掃
な
ど
、

日
常
的
な
作
業
の
範
囲
内
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
の
た

め
十
分
な
対
応
が
出
来
な
く

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

さ
ら
に
、
庶
子
地
区
の
西

山
農
道
や
中
尾
農
道
は
令
和

元
年
と
２
年
の
９
月
に
解
散

し
、
そ
の
管
理
は
農
道
に
隣

接
す
る
畑
や
林
の
地
権
者
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

畑
な
ど
の
法
面
の
草
刈
り
は

危
険
を
伴
う
重
労
働
の
た
め

難
し
く
な
り
ま
す
。
現
に
、

荒
廃
地
が
多
く
な
っ
て
い
る

西
山
農
道
は
、
車
両
の
走
行

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
増
加

傾
向
に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
町
は
今
後
の
農
道
、

⑴　

現
在
、
２
０
２
１
年
度

予
算
編
成
が
進
行
中
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
本
山

町
政
２
期
目
の
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
２
０
２
１
年
度

予
算
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
施
策
の
方
向
性
を
示
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
重
点
事
業
・
新

規
事
業
を
盛
ら
れ
る
の
か
、

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

⑵　

総
合
計
画
の
中
間
年
次

残
り
２
年
間
に
向
け
た
年
に

当
た
り
、
２
０
２
１
年
度
予

算
に
お
い
て
、
総
合
計
画
の

事
業
予
算
化
が
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
実
施
計
画
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
「
２
０
１
９
・

２
０
２
０
年
度
に
計
画
検

討
」
そ
し
て
「
２
０
２
１
年

度
か
ら
事
業
推
進
」
と
年
次

の
維
持
管
理
を
ど
の
よ
う
に

対
応
を
さ
れ
る
の
か
、
町
長

の
お
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

幹線農道などは、
柔軟に対応したい

回答（町長）

　

耕
作
放
棄
地
が
多
く
な
っ

て
い
る
農
道
で
は
、
車
両
の

通
行
に
支
障
を
き
た
す
場
所

が
増
え
て
い
る
。
短
期
的
な

対
応
は
、
農
道
管
理
組
合
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
国
・

県
・
市
町
村
の
連
携
に
よ
る

財
政
支
援
や
、
県
の
補
助
制

度
を
活
用
し
た
い
。

　

中
・
長
期
的
に
は
、
意
欲

の
あ
る
農
家
へ
の
農
地
集
積

等
の
施
策
に
つ
い
て
、
貸
し

手
に
対
す
る
給
付
金
制
度
を

周
知
し
て
農
地
を
維
持
し
て

い
き
た
い
。

　

農
道
管
理
組
合
の
解
散
に

よ
る
沿
道
地
域
の
荒
廃
化
は
、

避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
終

的
に
町
管
理
と
い
う
結
論
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
、
公
費

負
担
の
観
点
と
受
益
者
負
担

の
原
則
か
ら
時
期
尚
早
と
考

え
る
。

　

幹
線
農
道
や
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い

る
農
道
の
町
管
理
は
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

計
画
を
さ
れ
た
事
業
が
様
々

に
あ
り
ま
す
。
総
合
計
画
に

計
上
さ
れ
て
い
る
新
規
事
業

に
つ
い
て
、
計
画
通
り
２
０

２
１
年
度
で
予
算
化
さ
れ
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

さ
れ
る
の
か
、
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

来年度予算で
新松田駅周辺整備
事業に着手

回答（町長）

　

１
点
目
の
「
２
０
２
１
年

度
の
重
点
事
業
・
新
規
事

業
」に
つ
い
て
は
、回
答
無
し
。

　

２
点
目
の
「
総
合
計
画
に

計
上
の
新
規
事
業
」
の
う
ち
、

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、

大
き
く
分
け
る
と
小
田
急
橋

上
駅
舎
、
自
由
通
路
、
駅
前

広
場
整
備
そ
し
て
集
約
施
設

が
あ
る
。

　

来
年
度
で
予
算
が
対
応
で

き
れ
ば
、
橋
上
駅
舎
・
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
に
つ
い
て

は
詳
細
設
計
に
入
っ
て
い
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
進
捗
度

合
い
に
よ
っ
て
調
整
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
権
者
は
小
田

急
・
交
通
機
関
関
係
、
事
業

地
内
の
土
地
建
物
等
の
所
有

者
等
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
地

権
者
の
方
々
の
了
解
を
得
て
、

丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

質
問
者

　

田
代　

実　

議
員

今
後
の
「
農
道
の
維
持
管
理
」

�

に
つ
い
て

農地の荒廃で通行不能になった農道

新松田駅周辺整備のイメージ図

２
０
２
１
年
度
に
お
け
る

本
山
町
政
の
主
要
施
策
、重
点
事
業
、総

合
計
画
実
行
計
画
の
予
算
化
に
つ
い
て

質
問
者

　

井
上　

栄
一　

議
員
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本
山
町
政
が
誕
生
し
て
早

７
年
が
経
過
し
た
所
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
間
若
い
発
想
力

と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
か

ら
国
・
県
等
の
補
助
金
を
有

効
活
用
し
様
々
な
事
業
を
展

開
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

子
育
て
世
代
の
方
々
の
定
住

を
図
っ
た
町
屋
地
区
の
住
宅

建
設
、
河
内
地
区
に
新
た
な

町
営
住
宅
を
建
設
、
旧
土
木

事
務
所
跡
地
の
利
活
用
、
又
、

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
補
修
事

業
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
賛
否

様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
町
長
の
取
り
組
み
に
は

一
定
の
評
価
を
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
町
長
に
お
伺
い
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
来
年
９
月

に
は
町
長
改
選
を
迎
え
ま
す

が
、
町
長
は
三
期
目
を
目
指

し
て
立
候
補
す
る
お
考
え
は

あ
る
の
か
明
確
に
お
答
え
願

い
ま
す
。然るべき

時期に判断

回答（町長）

　

次
期
町
長
選
挙
に
つ
い
て
、

三
年
二
ケ
月
前
に
出
さ
せ
て

頂
い
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
読
み
返
す

と
、
ま
だ
ま
だ
出
来
て
い
な

い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
た
だ

そ
れ
だ
け
を
や
っ
て
選
挙
公

約
を
達
成
し
た
と
は
思
っ
て

い
な
い
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
は
ま
だ
ま
だ
数
多

く
有
る
。
事
業
を
行
う
上
で

も
当
然
財
源
が
必
要
で
あ
る
。

優
秀
な
職
員
共
々
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
る
所
で
も
あ
る
。

　

現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
対
策
の

中
で
、
町
民
の
皆
様
の
感
染

不
安
と
生
活
苦
に
直
面
し
て

い
る
時
期
に
、
自
分
の
事
に

構
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う

思
い
が
あ
る
。

　

今
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
お

約
束
し
た
こ
と

を
一
つ
一
つ
集

中
し
て
や
っ
て

行
き
、
然
る
べ

き
時
に
自
身
の

進
退
に
つ
い
て

判
断
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

空
家
と
な
っ
た
住
宅
は
、

防
犯
上
か
ら
も
、
衛
生
面
及

び
美
観
的
に
も
好
ま
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
空
家
と
な
っ
て

長
い
間
放
置
さ
れ
て
い
る
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
よ
う
で
す
の
で
、
次
の
２

点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴　

再
入
居
の
な
い
一
戸
建

て
の
取
り
壊
し
の
基
準
は
？

⑵　

取
り
壊
し
後
の
、
町
有

地
の
利
用
計
画
は
。

防犯・衛生面を
優先に

回答（町長）

⑴　

現
在
、
松
田
町
に
は
町

営
住
宅
は
92
戸
あ
り
、
そ
の

内
、
空
家
と
な
っ
て
い
る
木

造
平
屋
の
一
戸
建
て
住
宅
は

７
戸
あ
る
。

　

昭
和
40
年
代
の
古
い
建
物

な
の
で
、
退
去
後
は
入
居
者

の
募
集
を
行
わ
ず
取
り
壊
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

取
り
壊
し
物
件
に
つ
い
て
は

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
い

る
た
め
、
補
助
金
の
限
度
内

で
年
に
２
戸
程
度
を
行
っ
て

い
る
。
原
則
と
し
て
退
去
順

を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
防

犯
上
や
、
衛
生
面
な
ど
近
隣

へ
の
影
響
等
を
考
慮
し
な
が

ら
決
定
し
て
い
る
。

⑵　

取
り
壊
し
後
の
町
有
地

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
民

間
事
業
者
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

技
術
力
を
導
入
し
、
人
口
減

少
対
策
並
び
に
町
民
税
等
の

自
主
財
源
の
確
保
に
向
け
、

住
宅
地
等
の
誘
導
を
進
め
、

計
画
的
か
つ
積
極
的
な
有
効

活
用
を
推
し
進
め
て
い
く
。

町
営
住
宅
の
空
家
状
況
を
問
う

質
問
者

　

中
野　

博　

議
員

令
和
３
年
９
月
町
長
選
挙
に

�

対
す
る
考
え
に
つ
い
て

質
問
者

　

内
田　

晃　

議
員

松田町営住宅（戸建て）

子育て支援住宅（ラ・メゾン カラフル町屋）
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新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数

は
落
ち
着
く
ど
こ
ろ
か
再
び

増
加
傾
向
に
あ
り
、
警
戒
態

勢
は
当
分
続
く
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
、

ま
だ
２
年
目
の
半
ば
過
ぎ
で

あ
る
第
６
次
総
合
計
画
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

⑴　

基
本
構
想
・
基
本
計
画

で
大
き
な
影
響
が
出
る
も
の

は
あ
り
ま
す
か
。

⑵　

質
の
高
い
学
び
を
掲
げ

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
た
こ
と
で
、
小

中
学
校
の
一
斉
休
校
中
の
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
が
実
現
で
き

ま
し
た
が
、
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

⑶　

男
女
共
同
参
画
・
女
性

活
躍
の
項
目
の
進
捗
は
い
か

が
で
す
か
。
こ
れ
ら
の
土
台

と
し
て
、
女
性
に
と
っ
て
安

心
・
安
全
な
環
境
を
整
え
る

施
策
は
推
進
で
き
て
い
ま
す

か
。

総合計画に則り
教育の充実、女性
の安心安全を推進

回答（教育長・町長）

⑴　

基
本
構
想
・
基
本
計
画

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な

影
響
は
出
て
い
な
い
。
変
化

が
予
想
さ
れ
る
観
光
面
に
つ

い
て
は
、
町
の
魅
力
を
引
き

出
す
滞
在
型
や
体
験
型
の
可

能
性
を
探
る
。

⑵　

「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

心
が
ま
え
」
や
「
著
作
権
に

つ
い
て
の
注
意
」
な
ど
、
情

報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
各
学
校
年

１
回
、
携
帯
電
話
会
社
や
松

田
警
察
署
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
を
講
師
に
招
き
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
活
用

に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
保

護
者
に
対
し
て
も
懇
談
会
等

の
機
会
に
情
報
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
説
明
す
る
。

⑶　

審
議
会
、
委
員
会
の
女

性
割
合
は
依
然
低
い
の
で
方

策
を
考
え
る
。
性
暴
力
に
関

す
る
相
談
は
、
町
の
子
育
て

健
康
課
や
福
祉
課
が
窓
口
と

な
り
対
応
し
て
い
る
。
女
性

が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

町
と
し
て
啓
発
に
も
取
り
組

む
。

　

令
和
元
年
11
月
29
日
に
改

正
母
子
保
健
法
が
成
立
し
、

各
市
町
村
に
お
い
て
、
さ
ら

に
質
の
高
い
産
後
ケ
ア
を
提

供
す
る
体
制
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
伺
い

ま
す
。

⑴　

県
立
足
柄
上
病
院
で
は

２
０
１
７
年
１
月
に
産
後
ケ

ア
事
業
と
し
て
「
産
後
ケ
ア

す
く
す
く
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
そ
の
費
用
は

一
泊
が
６
万
円
、
日
帰
り
が

３
万
円
と
高
額
な
た
め
、
利

用
を
控
え
て
し
ま
っ
て
い
る

方
が
い
ら
れ
ま
す
。
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
に
本
町
と

し
て
「
産
後
ケ
ア
す
く
す

く
」
の
費
用
助
成
を
す
る
お

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

⑵　

本
町
の
産
後
ケ
ア
と
し

て
、
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
」
を
全
て
の
対

象
者
に
た
い
し
て
保
健
師
さ

ん
が
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
が
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
る

よ
う
、
子
育
て
経
験
者
の
う

ち
希
望
さ
れ
る
方
が
、
出
産

さ
れ
た
方
の
お
宅
を
訪
問
し

て
、
様
々
な
相
談
を
聞
く
体

制
に
す
る
お
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。産後のお母さんたち

に寄り添う体制を

回答（町長）

⑴　

核
家
族
で
あ
っ
た
り
、

産
後
に
里
帰
り
を
し
た
く
て

も
、
両
親
が
働
い
て
い
た
り
、

実
家
が
遠
方
で
帰
れ
な
い
等

の
理
由
で
、
産
後
ケ
ア
事
業

を
希
望
す
る
人
が
増
え
て
い

る
。

　

町
で
、
産
後
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

と
こ
ろ
、
宿
泊
型
が
半
数
近

く
、
デ
イ
ケ
ア
型
が
半
数
以

上
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

費
用
の
一
部
助
成
を
考
え
て

い
く
。

⑵　

子
育
て
経
験
者
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
町
民
の

方
々
に
協
力
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
内
容
を
検
討
し
、

養
成
研
修
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

松
田
町
に
合
っ
た
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
し
、
新
米
お
母
さ

ん
た
ち
に
寄
り
添
う
体
制
づ

く
り
を
整
え
て
い
く
。

質
問
者

　

平
野  

由
里
子　

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
第
６
次
総
合
計
画

�

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

産
後
ケ
ア
の
充
実
の
た
め
に

�

新
た
な
助
成
を

質
問
者

　

南
雲  

ま
さ
子　

議
員

寄小学校のオンライン学習
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改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案49 松田町議会議員及び松田町長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　50 松田町経営安定緊急融資利子補給基金条例（産業厚生常任委員
会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　51 松田町地域経済牽引事業の促進に係る固定資産税の特例に関
する条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　52 松田町介護保険条例及び松田町後期高齢者医療に関する条例
の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　53 松田町下水道条例等の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　54 足柄上衛生組合規約の変更について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　55 物品購入契約の締結について（令和２年度松田町立小中学校校
務用パソコン購入） 総務文教常任委員会へ付託・事件撤回

　　56 松田町地域集会施設等の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　57 松田町児童館等の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　58 松田町健康福祉センターの指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　59 松田町やまびこ館の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　60 松田町寄ロウバイ園の指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　61 松田町古民家「旧安藤邸」の指定管理者の指定について（産業厚
生常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

　　62 令和２年度松田町一般会計補正予算（第11号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　63 令和２年度松田町介護保険事業特別会計補正予算 （第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 6 専決処分の承認を求めることについて（松田町職員の給与に関
する条例の一部を改正する条例） 承 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案38 松田町生涯学習センター条例（総務文教常
任委員会報告）

修正案 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
修正案以外の部分 可 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

同意11 教育委員会委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 人権擁護委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 人権擁護委員の任命について 同 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案64 物品購入契約の締結について（令和２年度松田町立小中学校校
務用パソコン購入）（総務文教常任委員会報告） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

　　65 松田町公園条例等の一部を改正する条例� 5ページ参照 産業厚生常任委員会へ付託

※　飯田一議長は採決に加わらない。　
※　議案第55号は総務文教常任委員会へ付託したが、町長から事件撤回請求により議案が撤回された。
※　議案第64号は総務文教常任委員会へ付託し、委員会報告の後、採決を実施した。
※　議案第65号は産業厚生常任委員会へ付託し、閉会中の継続審査となり採決は行っていない。
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【
第
４
回
定
例
会
の
続
き
】

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
国
民

の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
の
陳
情

産
業
厚
生
　
　

　
常
任
委
員
会

趣
旨
採
択

　

陳
情
第
２
号
「
安
全
・
安

心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
た
め
の
陳
情
」
は
神
奈
川

県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
か

ら
の
陳
情
書
を
10
月
29
日
に

受
理
し
、
産
業
厚
生
常
任
委

員
会
に
付
託
し
、
３
日
と
７

日
に
、
子
育
て
健
康
課
長
、

福
祉
課
長
か
ら
、
松
田
町
及

び
足
柄
上
郡
、
県
西
地
区
に

お
け
る
医
療
機
関
、
介
護
施

設
等
の
現
状
と
対
応
策
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
審

査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
賛
成
全
員

で
医
療
、
介
護
、
福
祉
に
十

分
な
財
源
確
保
を
行
う
こ
と

と
い
う
趣
旨
を
採
択
す
る
こ

と
と
な
り
、
本
会
議
で
も
趣

旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
度
～
令

和
３
年
度
松
田
小
学
校
校
舎

建
設
工
事
）

　

10
月
１
日
に
仮
契
約
を
締

結
し
た
「
令
和
２
年
度
～
令

和
３
年
度
松
田
小
学
校
校

舎
建
設
工
事
請
負
契
約
」

を
、
22
億
９
０
８
６
万
円
で

松
田
町
立
松
田
小
学
校
校
舎

建
設
事
業
前
田
建
設
工
業
・

計
画
・
環
境
建
築
・
類
設
計

室
・
関
野
建
設
設
計
・
建
設

工
事
共
同
企
業
体
と
本
契
約

す
る
た
め
、
松
田
町
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関

す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
得
る
も
の
で

す
。

　

詳
細
な
審
査
を
行
う
た
め
、

議
員
11
人
で
構
成
す
る
松
田

小
学
校
校
舎
建
設
工
事
審
査

特
別
委
員
会
（
平
野
由
里
子

委
員
長
。
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
）
を
設
置
し
、
副
町
長
、

教
育
長
、
参
事
兼
総
務
課
長
、

参
事
兼
ま
ち
づ
く
り
課
長
、

政
策
推
進
課
長
、
教
育
課
長

ほ
か
関
係
職
員
出
席
の
も
と
、

必
要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
、

審
査
を
行
い
、
賛
成
全
員
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し

た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
も
賛
成

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

◎
主
な
論
点

・
総
事
業
費
が
28
億
９
６
０

０
万
円
か
ら
、
31
億
５
５
０

０
万
円
（
今
回
の
22
億
９
０

８
６
万
円
を
含
む
）
と
な
っ

た
説
明
。

・
契
約
金
額
が
設
計
金
額
、

予
定
価
格
と
同
額
で
あ
る
説

明
。

・
代
表
企
業
で
あ
る
前
田
建

設
工
業
株
式
会
社
に
対
す
る

町
の
考
え
方
。

◎
提
出
さ
れ
た
資
料

・
事
業
費
比
較(

下
表
参
照)

・
工
事
設
計
書

・
町
建
設
工
事
等
入
札
指
名

選
考
委
員
会
報
告
書
及
び
代

表
企
業
宛
て
町
長
通
知

・
施
工
品
質
に
関
す
る
誓
約

松田小学校  校舎建設事業費比較

Ｈ30.12※① Ｒ2.10 差引 実施予定年度

基本設計・実施設計・監理※② 164,000 164,000 0 令和元～４

校舎・屋内運動場 2,275,000 2,291,000※③ 16,000 令和２～３

耐震性貯水槽 39,000 33,000 △6,000 令和３

木質工事（RC部分） － 19,000 19,000 令和３

解体費用 120,000 191,000 71,000 令和３～４

アスベスト費用 － 226,000 226,000 令和３～４

外構・グラウンド工事ほか 298,000 231,000※④ △67,000 令和３～４

合　計 2,896,000 3,155,000 259,000

※備考　①「Ｈ30.12」は、債務負担行為を設定した時点。【平成30年度一般会計補正予算（第6号）※№213号掲載】
　　　　②「基本設計・実施設計・監理」164,000千円の内、監理は49,000千円(令和２～４年度)
　　　　③「校舎・屋内運動場」契約額2,290,860,000円を2,291,000千円と表記。
　　　　④�網掛けは国庫補助対象事業。ただし、「外構・グラウンド工事ほか」231,000千円の内、国庫補助金対象額は217,000千

円。

令和２年
第５回臨時会
ー10月５日開催ー

議案第48号
松小校舎建設工事請負契約
22億9086万円を

可　　決

松田小学校校舎建設工事審査
特別委員会報告書（抜粋）

次の事項について申し入れます。
（1）工事施工監理業務は、競争入札
で行うこと。
（２）厳格な管理のため、一級建築士
を町のアドバイザーとして雇用す
ること。

単位：千円
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編　　集
あとがき

　

昨
年
は
、
風
水
害
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
迅
速
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
一
年
と
な
り
ま

し
た
。
被
災
・
罹
患
さ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
終
息
の
兆

し
が
み
え
な
い
感
染
症
拡
大
に
よ

る
住
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、

令
和
３
年
６
月
に
支
給
す
る
議
員

期
末
手
当
を
２
割
カ
ッ
ト
す
る
条

例
改
正
を
議
員
提
案
に
よ
り
行
い

ま
し
た
。

　

年
が
明
け
丑
年
の
こ
の
一
年
は

脱
兎
の
ご
と
く
進
め
て
き
た
多
く

の
施
策
に
対
し
議
会
と
し
て
、
牛

歩
の
ご
と
く
一
つ
一
つ
正
確
無
比

な
監
視
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
大
舘
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

南
雲
ま
さ
子

　

副
委
員
長　

唐
澤　

一
代

　

委

員　

古
谷
星
工
人

　

委

員　

田
代　
　

実

　

委

員　

飯
田　
　

一

　

委

員　

大
舘　

秀
孝

「観光の町松田」に向けたアプローチ
（一社）松田町観光協会　会長　秋田谷　光彦さん（神山在住）

※「住みやすい町を目指して」活動されている方や団体が、このコーナーに掲載を希望される場合は下記までご連絡ください。

第1回定例会は3月2日（火）開会　　　新型コロナウイルス対策のため
傍聴は10席となっております。発熱等症状がおありの方はご遠慮ください。

菜の花と私
　私が西平畑公園の河津桜の下に菜の花を咲か
せ始めたのは、平成15年ごろと記憶して居り
ます。当時私は飲食店組合の役員をして居りま
した。弁当を扱う店舗から「さくら祭りでお弁
当を売りたい」との申し出が有り、５、６店舗
お弁当を飲食店組合で販売す
る事となりました。
　ところが桜の開花の時期が
毎年不定期、当時はテレビ放
映による桜の開花状況という
のも無く、又さくら祭りの日
程が早く設定されていた事も
あり、桜が開花しないまま、
お祭りが開催されお客様がす
ぐに来園されて不評を頂くと
いうことがありました。さく
ら祭りの関係者や行政にも
「１週間遅らせては？」と提案しましたが、聞
き入れてもらえませんでした。
　それでは「桜の下に菜の花でも咲かせてお客
様をもてなしては！」と私が提案し飲食店組合
の事業として始めました。組合事業としては４
年で終止符を打つことになりましたが、それ
以来私個人で続けて来ました。６年前から協
力者と２人で現在も菜の花を咲かせて居りま
す。私も73歳を越してだいぶ高齢となりまし
た。20年目の節目で75歳までは頑張れれば
と考えて居ります。

新しい観光資源について
　私は現在観光協会会長を担当させて頂いて居
りますが、西平畑公園の河津桜だけでなく四季
に対応できる新たな観光資源を開発したいと考
えて居ります。松田山の南斜面の出来れば西平
畑公園近くの営農を止めた農地を借り受けて、

植木や花などの名所を目指し
て活動を始めている所です。
商工業の衰退と町民の減少の
中、「観光の町松田」を視野
に入れ協会会員と20人の理
事と共に活動していく所存で
ございます。
観光協会からのお願い
　近ごろ協会長や理事たちが
良い思いをしているとの囁き
が聞こえる事があります。協
会長や理事たちは一切の報酬

は受けること無く、完全なボランティアにて観
光協会を運営して居ります。ご理解頂きますよ
うお願い申し上げます。
「観光の町松田」に向けた新たなアプローチ
　結びとなりますが、現在松田山の南斜面のか
なり広い畑をお借り出来る予定で計画を立てる
考えで居ります。植物の種類などの方向性やご
助言を観光協会におよせ下されば幸いです。是
非お待ちして居ります。

菜の花植栽の礎は飲食店組合事業


